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きがしは

茨木市 には、原始・古代 か ら歴史時代 にかけての追跡

が数 多 く存在 し、今回調査 した茨木市宿 久庄・藤 の里一

帯 に所在 す る宿久庄追跡 は、市内で ももっ とも西 に位 置

す る埋蔵 文化財 の包蔵地 と して知 られてい ます。

遺跡 の南 には西国街道 が通 ってお り、街道 に面 して通

称「椿 の本陣」 として市民 の皆 さまがた に親 しまれてい

る「郡 山宿本陣」 があ ります。

周辺 は、今 なお田畑 が多 く残 ってい ます が、周辺 に国

道 171号線 や名神 高速道路茨木 イ ンターチ ェ ンジ等 が あ

り、交通 の便 の良 さ等 か ら今後 この地域 において も開発

行為 が予想 され るところで あ ります。

本書 は そ うした開発行為 に伴 う緊急調査 による成果 を

記 した もので あ り、 これ によって文化財 に対す る理解 と

知識 を深 めていただければ幸 いで あ ります。

最後 にな りま したが、調査 にご協 力 をいただ きま した

関係各位 に厚 くお礼 申 しあげます とともに、今後 とも文

化財保護 の立場 か ら指導・調査 を進 めて まい る所存 で ご

ざいますので、多 くの方 々の一層 の ご理解 とご協 力 をお

願 いす るもので あ ります。

茨本市教育委員会

教育長 中 平 敏



日

1.本 書 は、茨本市藤 の里 における三菱倉庫

株式会社 の倉庫建設 に伴 って実施 した宿久

庄追跡 の発掘調査 の概要 で ある。

2.本 調査 は、茨本市教育委員会 が三菱倉庫

株式会社大阪支店の依頼 によ り、茨本市教

育委員会事務局文化財調査員宮脇薫 (嘱託

員)を担 当者 として実施 した。

3.  発掘調査 は、 日召不日59年 12月 25日 か ら日召不日

60年 2月 10日 、 また整理 は昭和 60年 5月 1

日か ら昭和 60年 9月 30日 までの間実施 した。

4.調 査 の実施 と概要 の作成 にあたっては、

松島仁 ・柳 沢久義・福井良―・松井利夫・

原山雅浩 。松井喜志子・片之坂節子・桑原

紀子・ 田中良子・早川博子 。大戸井和江・

土岐朱美・囚千枝子・園分佐知子諸氏 の協

力 を得 た。

5.本 書の執筆及 び編集 は、宮腸薫 が担当 し

た。

例
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第 1章 調査 に至 る経過

昭和59年 6月 25日 、茨木市藤の里二丁目において三菱倉庫株式会社大阪支店

が倉庫の建設 を計画 されたが、周知の宿久庄遺跡内であるため茨木市教育委員

会に埋蔵文化財試掘調査依頼書が提出 された。

これを受けて本市教育委員会が昭和59年 12月 7日建設予定地内の試掘調査 を

実施 した。

その結果、盛土・旧耕土及び無遺物層の下層 に古墳時代の須恵器片及び土師

器片 を含む黒褐色土層 (遺物包含層)を検出 したので、発掘調査 が必要 となり、

本市教育委員会 と三菱倉庫

株式会社 の両者間で協議 の

上発掘調査 を実施 した。

宿久庄遺跡 は、昭和 50年

に今回の倉庫建 設計画の西

側 にあた る府道茨本～能勢

線 の拡張工事 に伴 って行 わ

れた発掘調査 の結果、弥生

時代 か ら古墳時代 の遺物 が

出土 し、付近 が埋蔵 文化財

の包蔵地 として知 られ るよ

うになった。 その後幾度 か

の発掘調査 が実施 され、宿

久庄遺跡 が弥生時代 か ら鎌

倉～室町時代 に及ぶ複合遺跡であることがわかって きた。

今回の発掘調査 に際 しては、三菱倉庫株式会社大阪支店から本市教育委員会

に発掘調査依頼 が提 tLさ れ、日召不日59年 12月 25日 から日召不日60年 2月 10日 まで実施

したものである。

調査風景
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第 2章 遺跡の環境

宿久庄遺跡 は、茨木市の西方、箕面市 に隣接 す る藤 の里・宿久庄一帯 に所在

し、地理的 には千里丘陵の北端 と老 ノ坂 山地 の南麓 に扶 まれた狭 い谷状 の とこ

ろにあ り、老 ノ坂 山地 の南麓の低位段丘上 に位置 している。 また勝尾寺川 が遺

跡 の西側 を北 か ら南へ大 きく蛇行 して東へ流 れてい る。

遺肋 の南側 には旧山陽道 である西国街道 が東西 に通 ってお り、 この街道沿 い

に国の史跡 である郡 山宿本陣 (椿の本陣)がある。

遺跡 の北イ貝」には全長 100m以上の前方後 円墳 で ある古墳時代前期 の紫金 山古

墳 や南塚古墳 ・青松古墳 ・海北塚古墳 ・新屋古墳群等 が老 ノ坂 山地南麓 にあ り、

北摂 の一大古墳群 を形成 している。 また】ヒ東の山麓 には、縄文～中世の集落遺

跡 で ある西福井遺跡 が所在

している。

次 の律令時代 に入 ると、

この地域 は摂津 国島下郡宿

久郷内 に位置 し、式内社 で

ある須久久神社 が近 くに鎮

座 している。

茨木市周辺の地図
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第 3章 層位 と遺物の出土状況

調査地区の基本層位は、調査地域 においてすでに造成 されてお り、盛土が 1

m40cm、 旧水田に伴 う耕土が約 35cm、 床土 にあたる黄色粘土層が20～ 25cmの厚

さで堆積 しており、 さらに床土

の下層 には25～ 35cmの いわゆる

包含層である黒褐色土層が堆積

している。 この黒褐色土層中に

は、古墳時代後期 (6世紀中頃

から後半)の須恵器・土師器等

の遺物 が含 まれていたが出土量

は少なかった。

包含層の下 には、黄掲色礫層

の地山 (遺構面)が北西から南

東へ と緩やかに傾斜 しながら広

がっている。

今回の調査 によ りこの黄掲色礫 層面 において検 出 された遺構 は、柱穴・土壊

等で あった。井戸― Iに つ いては耕土面 か らの検 出で あ り、新 しい もので ある

と考 えられ る。

包含層及 び遺構 に伴 う遺物 はいずれ も少 な く、細片 で あった。

④ 包合層(黒褐色土層)

調査地区の上層
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第 4章 遺 構

今回の調査 によ り検 出 された遺構 は、掘立柱建物 で あると考 えられ る柱穴 ・

土竣及 び井戸 で ある。

井戸― I

径 4m、 子屈り方 は長径 4.5m、

短径 4m、 深 さ 3.7m。

井戸 は少 し掘 り方 が西へ よって

いる。井戸 の構 造 は、川原石 を使

用 した石組 み井戸 で ある。

埋 土 は大部分耕土及 び盛土 によ

って埋 ま り、底近 くに黒色粘土 /Jヾ

ヘ ドロ状 に堆積 していた。

出土遺物 の中 か ら現代 の陶器片 が出土 してい る。 この井戸 の時期 は新 しく、

旧水田 に伴 う野井戸 で あった と考 えられ る。

土羨一 I

長辺 3m、 短辺 2m20cm、 深 さ24cmの方形 で ある。

底面 において、柱穴状 の遺構 も検 出 されたが、検 出時 に FO・ いてはその時期的

な前後関係 を明確 にす ることがで きなかった。

土羨 ― Ⅱ

長辺 3m、 短辺 3m、 深 さ19cmの 方形 で ある。

土竣 の西半 は柱穴 によって明確 に検 出す ることがで きなかった。底 は二段 に

なって検 出 された。

土壊 一 Ⅲ

長辺 2.5m、 短辺 2m、 深 さ34cmの方形 の土羨 で ある。土竣 の北 |こ 、長辺

2.3m、 短辺 0.8mの 長楕 円の土羨 が切 り込 まれている。

土渡 一 Ⅳ

長辺 6m70cm、 短辺 3m、 深 さ33cm。 同時 に長径 1.9m、 短径 50cm、 深 さ27

井戸一 I
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cm。 長辺 2m20cm、 短辺 80cm、 深 さ41cm。 長径 2m、 短径 1.7m、 深 さ47cmの

ほぼ円形 に近 い楕 円の土羨。長辺 2m、 短辺 50cm、 深 さ56cmの 方形土羨 、一辺

が80cmの方形 の柱穴 が検 出 された。 しか し時期 の前後関係 は不明で ある。

土羨― V

長径 2m10cm、 短径 l m 30cm、 深 さ16cmの やや楕 円形 をした もので ある。

土羨 ―Ⅵ

長径 1.9m、 短径 1.5m、 深 さ34cmの 楕 円形 をした もので ある。

土壌一Ⅶ

長径 6m、 短径 3m30cm、 深 さ41cmの 楕 円形 をした ものである。

底面の凹凸 が著 しくなってい るので、 その土竣 だけで な く数基 の上羨 を切 り

あって複雑 になっているもの と考 えられる。

土療 一Ⅷ

長径 2m60cm以上、 短径 2m40cm、 深 さ67cmの ほぼ F]形 に近 い三上羨 で ある。

土竣― Ⅸ

長辺 4.7m、 短辺 1.6m以上 の方形の上羨 で ある。約%の検 出で ある。土羨

の耳ヒ東 の方 力W架 くなってい る。

土羨一 X

長径 2m40cm以上、短径 2m10cm、 深 さ24cmの 楕 円形 をした土羨 で ある。底

面 も複雑 になってお り、土羨及 び柱穴 に切 りあい関係 があると思 われ る。

土羨 ― XI

長径 2m40cm以上、短径 l m 70cmの楕 円形 をした土壊 である。底面 に柱穴 を

検出 したが時期的 な前後関係 は明 らかでない。

土竣一 XⅡ

長径 2m30cm、 短径 2m20cm、 深 さ51cmの ほぼ円形 に近 い L躾 で ある。

土羨― XⅢ

検 出状態 は、 ほぼ半円形状 で濤状 で あった。土羨 の南半 は底面 が複雑 になっ

てお り、数基 の上壊 の切 りあい関係 が認 め られ る。 また柱穴 も数基確認 されて

いる。
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遺構 として上記 13基 の土羨 を検 出 した。土羨 の検 出状態 か らは、土羨・柱穴

との切 りあい関係 もみ られ る。 この ことか ら底面が複雑 になっていると考 えら

れる。

出土遺物はいずれも細片である。遺構の性格、用途は不明であるが 6世紀中

頃から6世紀後半の時期 につ くられたものであると思われる。

柱穴

柱穴は、形状 として円形・方形のものである。大 きさは円形のもので径は30

cnか ら80cmま でのものである。方形のものは一辺が lm～ l m 10cmの ものであ

り、円形のものとくらべ ると相女寸的に大 きいものである。

柱穴 と柱穴 とのつながりから掘立柱建物 としてとらえることはで きなかった。

時期 としては、 6世紀中頃から後半時期のものであろうと考 えられる。

土羨 と柱穴 との関係は不明であるが、時期 としては 6世紀中頃から後半のも

のである。
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第 5章 遺

出土 した遺物 は、須恵器及 び土師器で ある。一部 の土壌 か ら出土 した もの を

除 いて大半 は破片で出土 した。

須 恵 器

杯身 (図1.図版Ⅷ―③～⑫、図版Ⅸ―③～③)

杯のたちあがりが短 く、内傾 しており、端部 が丸 くおさまっている。体吉Lと

底部 とをわける稜線がにぶ くなっている。大型のものが多い。

出土遺物 杯身

杯蓋 (図 2。 図版Ⅷ―①～③、

図版Ⅸ一①②②⑩)

稜線 がわず かに残 ってお り、全体的 に

九 く、甘 くにぶ い感 じがす る。口縁端郡

は内傾 す る面 をもっている。

出土遺物 杯蓋
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携 (図 3)

日頸言5は 短 く、大 きくタト反

している。端部 が九 くお さめ

られてい るものが多い。

体言5は外面 が平行 あるいは

格子 目叩 きが施 されてお り、

さらにカキロ調整 され、内面

は青海波 の叩 き目が施 されて

いる。

腺 (図 4)

口縁部 が出土 しておらず、

いずれも体部のみである。

以上いずれも陶邑古窯跡群

Ⅱ期の中頃のに位置づけられ

るものである。

出土遺物 甕

W一

出土遺物 腺
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養の体部の叩き目文拓影

-9-



端郡はいずれも丸くおさめ

られている。タト面は密に細

い刷毛 目によ り調整 されて

いる。 また内面はかる くナ

デによって調整 されている。

こしきあるいは甕 とおも

われる角状の把っ手が多 く出土 している。口

縁吉Бはほぼ直立 して、端部が九 くおさめられ

ている。体部の内外面はかるくナデによって

調整 されている。こしき底面は 4～ 6個 の穴

が穿っている。

以上が出土 した遺物の様子であるが、別に

須恵器の生焼 けの状態のもので土師器の様相

を示すものも若千見 られる。器種 としては、

杯・甕 であり、須恵器の形態及び調整の特徴

を示 している。

土  師  器  (6.図 版 Ⅷ一③ ⑭ 、図版 Ⅸ―① ～〇 )

器種 と して は甕 及 び こ しきで ある。

甕の回縁部は大きくタト反するものと、あまリタト反しないものに分かれ、口縁

ν
肺ヽ

、

レ

′

　

　

　

　

‐

鵬
叩
♂

%

出土遺物 養

012345

出土遺物 紡錘車
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めとま

今回の調査 によ り検出 した遺構 は、 6世紀 中～後期 にかけての柱穴 と土竣 で

あった。

柱穴 は掘立柱建物 の ものであると考 えられ る。明確 な時期 を設定す ることは

出来 なかったが、調査 区全域 をおおっている包含層 か らの出土遺物 や、柱穴 か

らの出土遺物等 か ら 6世紀中～後期 の もので あると考 えられ る。

今 まで に各地で検 出 されている 6世紀 中～後期 の掘立柱建物 の遺肋 は、豪族

の館 あるいは屋敷 と関係す る遺跡 として とらえられている。 また古墳 か ら出土

した家形埴 輪 か ら、主屋 と副屋 あるいは倉庫 との配置関係 が論 じられてお り、

最近 において 6世紀 中～後期 にかけての掘立柱建物集落 の構造 が明確 にな りつ

つ ある。

今回の調査地 は旧山陽道の成立前の時期 で あるが、交通の要所 にあた る地域

にあることか ら、 かな り重要祝 された建物群 で あった と考 えられる。 また調査

地区の北側 の山麓 に所在す る前期古墳 や後期古墳 の在 り方 か ら、古墳時代 にお

いて も重要 な位置 を占めていた地域 と考 えられる。

これ らの ことか ら古墳 の立地 との関係 と旧山陽道 の設定 あるいは道の成立 と

相 まって一つの重要 な位置 にな りうる地域 で あると考 えられる。

今回の調査 によって検 出 した掘立柱建物跡 の集落 と古墳 との結 びつ きは不明

で あるが、一般集落 としては、 この時期 す なわ ち 6世紀 中～後期 においては竪

穴住居 で あった と考 えられる。今回の調査 で竪穴住居跡 を検 出で きなかった こ

とによ り、 この地域 は一般 の集落 とは様相 を異 にす る集落 で あった と思 われ る。

また、律令体制下 においては摂津 国島下郡宿久郷 の地域 で あ り、今回の調査

によって宿久郷の 6世糸己中～後期 の様子 の一端 をうかが うことがで きさ。 この

地域 は、の ちの律令時代の里衡 の位置で ある。先述 の古墳郡 の被葬者 との関係

は不明で あるが、 それ らの古墳 の被葬者 と生産 を支 えて きた人々が共 に生産 に

従事 していた地域 になるであろ うと思 われ る。

山麓の古墳群 とも同一時期 にあた ることか ら、 それ らの古墳 の被葬者の支配
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す る集落 と考 えられ る地域 で ある。

また、 6世紀 中～後期 よ り以前の時代、以後 の時期 の様子 が不明であるため、

それ らの古墳 との動向 とあいまってこの地域 の解明が今後 の課題 の一つである。

今回の調査 によ り検 出 した柱穴 の掘立柱建物跡 と土羨 との関係 は明確 にす る

ことは出来 なかった。土羨 は不整形 の状態 で検出 した ものがほ とん どである。

この ことは検 出時の様子 か ら、 い くつ かの土羨 と土羨 との切 りあい関係 が認 め

られた ことが明確 に検 出で きなかった理 由であると考 えられ る。

遺物 としては、土師器及 び須恵器が検 出 され、器種 としては杯 。甕等の 日常

的 に集落内で使用 されるものであった。古墳 あるいは祭所E的 な遺構 か ら出土す

る非 日常、 あるいは非実用的 なものは出土 しなかった。高杯 の出土 も 2個体 で

あ り、 この地域 が生活 をす る集落 であることを示す ものが出土 している。

-12-
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